
モク活シンポジウム2024

モク活×サステナブルオフィスの実現

令和６年１０月１９日

有限会社ソフトシンク



ソフトシンクについて｜会社概要

会社名

熊本市中央区国府本町 1-21

IT関連事業

ホームページ制作（制作実関 2,000 contents以上）、

DXソリーション、Webアプリケーション、サーバ構築・管理、

DTP、多言語対応業務

所在地

社員数

事業内容

2004年9月1日

16名

有限会社ソフトシンク

主要取引先 全国の国立大学（熊本大学、九州大学、京都大学、東京科学大学他）

私立大学関係、各省庁・熊本県・熊本市等の行政関係

医師会、薬剤師会及び関係学会、ヒトiPS関連、

熊本日日新聞社、グループ各社、KMバイオロジクス

会社設立



木造工法による事務所建設の経緯

■令和５年度 第５期熊本県SDGｓ事業者登録

■R5年８月～R6年７月 第２０期

→創立２０周年記念事業の一つ「新社屋の建設」

R6年春に鉄骨造図面完成

⇩

R6年5月「民間建築物の木造化・木質化等に関するアンケート調査」に回答

→熊本県林業振興課くまもと木材利活用推進班様より連絡あり

→面談により「熊本県建築物等木材利用促進基本方針」

「建築物木材利用促進協定制度」を理解することとなる

R6年６月熊本県からの訪問説明を受け、鉄骨造より木造建築への変更を決断

⇩

「建築物木材利用促進協定」の締結を決定



木造工法による事務所建設の経緯

木造建築への変更を決断した理由

• SDGｓ啓発活動の中で、脱炭素社会の実現、地域経済の活性化に貢献出来る

• 弊社の本業であるITの活用で、県産材の利用促進に関する情報発信が継続して可能

• 建築コストが大幅に低減（鉄骨造に比べ１８％程度減額）

• 工期の短縮（鉄骨造に比べ４０日程度短縮）

• 「省令準耐火・耐震等級３」が適用可能

• 新社屋に「付加価値」をつけられる（県産木材利用促進協定締結により）

• 設計面デザインの自由度が高くなる

• 従業員が毎日働く環境に、柱や床など目に見える場所に木材を採用することで、
自然を身近に感じ、温かみのあるオフィスづくりが実現

サステナブルオフィスの実現を目指す！！



建築状況（基礎）



建築状況①



建築状況②



建築状況（屋上・太陽光発電設置予定）


